
主な内容
可決された案件 ………… 2面

一般質問………………3～6面

委員会の審査…………… 7面

特別委員会活動………… 8面

▼
１
日
目
（
７
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮
し

て
、
定
例
会
の
会
期
を
18
日

間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
市
議
会
議

長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た
議
員

へ
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
加
藤
市

長
の
３
期
目
の
就
任
に
あ

た
っ
て
の
発
言
が
あ
り
、
そ

の
後
、
４
名
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
８
日
）
は
、
５

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
９
日
）
は
、
５

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
、
14
名
の
議
員
の
一
般
質

問
を
終
了
し
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
10
日
）
は
、「
福

生
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
承

認
が
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、市
長
提
出
議
案
４
件
は
、

提
案
理
由
の
説
明
後
、
所
管

の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
福
生
市
表
彰
条

例
に
基
づ
く
一
般
表
彰
１
件

に
つ
い
て
は
、
委
員
会
へ
の

付
託
は
省
略
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
24
日
）
は
、
最
終

日
で
、
委
員
会
へ
付
託
し
た

議
案
４
件
が
可
決
さ
れ
、
続

い
て
、
陳
情
１
件
が
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

た
に
提
出
さ
れ
た
「
福
生
市

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
」
は
、慎
重
審
議
の
上
、

即
決
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
し
た
陳
情
５
件

は
継
続
審
査
と
な
り
、
今
定

例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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平成28年平成28年
第2回定例会回定例会
平成28年平成28年
第2回定例会回定例会第2回定例会
平成28年

英
語
教
育
推
進
地
域
事
業
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

英
語
教
育
推
進
地
域
事
業
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

　

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
６

月
24
日
ま
で
会
期
18
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
14

名
の
議
員
の
一
般
質
問
の
後
、
専
決
処
分
の
報
告
１

件
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
６
件
が

審
議
さ
れ
、
新
た
に
陳
情
３
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（５月29日福生市消防団ポンプ操法審査会にて撮影）

▲福生市消防団が東京都代表として全国消防操法大会（10月14日・長野オリンピックスタジアム）に出場します！

▼
４
月

11
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
関
東
部
会
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

12
日　

天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓

15
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

理
事
会
・
臨
時
総
会

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

20
日　

東
京
都
市
監
査
委
員
会

役
員
会
・
定
期
総
会

22
日　

例
月
出
納
検
査

26
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

▼
５
月

９
日　

日
の
出
町
視
察
来
市

11
日　

福
岡
県
大
野
城
市
視
察

来
市

17
日　

定
期
監
査（
18
日
ま
で
）

18
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道

路
建
設
促
進
協
議
会
正

副
会
長
・
委
員
長
会
議

19
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会（
20
日

ま
で
）

20
日　

西
多
摩
衛
生
組
合
・
瑞

穂
町
環
境
問
題
連
絡
協

議
会
定
期
総
会

23
日　

関
東
都
市
監
査
委
員
会
定

期
総
会

西
多
摩
地
区
議
長
会
定

例
会
議

24
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

定
例
総
会

　
　
　

例
月
出
納
検
査

26
日　

東
京
都
三
多
摩
地
区
消

防
運
営
協
議
会
通
常
総

会議
会
改
革
に
関
す
る
特

別
委
員
会
行
政
視
察（
27

日
ま
で
）

27
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道

路
建
設
促
進
協
議
会
理

事
会
・
総
会

30
日　

西
多
摩
衛
生
組
合
事
務

事
業
説
明
会

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

▼
６
月

６
日　

特
別
区
議
会
議
長
会
、東

京
都
市
議
会
議
長
会
及

び
東
京
都
町
村
議
会
議

長
会
北
京
市
区
人
民
代

表
大
会
友
好
代
表
団
歓

迎
式
典

７
日　

第
２
回
定
例
会
１
日
目

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

第
２
回
定
例
会
２
日
目

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

第
２
回
定
例
会
３
日
目

議
会
運
営
委
員
会 

10
日　

第
２
回
定
例
会
４
日
目

全
員
協
議
会

14
日　

建
設
環
境
委
員
会

15
日　

市
民
厚
生
委
員
会

16
日　

総
務
文
教
委
員
会

17
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委

員
会

議
会
改
革
に
関
す
る
特

別
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

例
月
出
納
検
査

24
日　

第
２
回
定
例
会
５
日
目

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

28
日　

東
京
都
市
町
村
議
会
議

員
公
務
災
害
補
償
等
組

合
議
会
臨
時
会

「
議 

会 

日 

誌
」

⑴　　平成28年7月25日　　福生市議会だより　　No.202



◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件案れたされたれたされれ決されさされたれれ可決さ可決 案れたたた案件た案件されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

◎
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

額
は
、
基
礎
課
税
額
の
課
税

限
度
額
を
52
万
円
か
ら
54
万

円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
課
税
額
の
課
税
限
度
額
を

17
万
円
か
ら
19
万
円
に
変

更
。
国
民
健
康
保
険
税
の
減

額
は
、
均
等
割
５
割
軽
減
の

対
象
世
帯
の
被
保
険
者
の
数

に
乗
ず
る
金
額
を
26
万
円
か

ら
26
万
５
千
円
に
、
均
等
割

２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
の
被

保
険
者
の
数
に
乗
ず
る
金
額

を
47
万
円
か
ら
48
万
円
に
変

更
。
経
過
措
置
と
し
て
改
正

後
の
同
条
例
の
規
定
は
、
平

成
28
年
度
以
後
の
年
度
分
の

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

適
用
。

▽
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

厚
生
労
働
省
令
の
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
小
規
模
保
育
事

業
所
Ａ
型
等
の
准
看
護
師
の

配
置
に
係
る
特
例
並
び
に
小

規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
及
び

保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事

業
所
の
職
員
配
置
に
係
る
特

例
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

　

本
則
の
改
正
の
ほ
か
、
附

則
は
、
小
規
模
保
育
事
業
所

Ａ
型
、
保
育
所
型
事
業
所
内

保
育
事
業
所
の
保
育
士
配
置

の
特
例
的
運
用
を
可
能
に
す

る
規
定
を
追
加
。
附
則
第
６

項
は
、
児
童
の
人
数
に
応
じ

て
必
要
と
な
る
保
育
士
の
数

が
少
数
と
な
る
時
間
帯
は
、

保
育
士
１
人
並
び
に
保
育
士

と
同
等
の
知
識
及
び
経
験
を

有
す
る
と
認
め
る
者
１
人
の

配
置
で
対
応
す
る
こ
と
を
認

め
、
附
則
第
７
項
は
、
必
要

と
な
る
保
育
士
数
の
算
定
に

当
た
り
、
幼
稚
園
教
諭
、
小

学
校
教
諭
等
の
免
許
保
有
者

を
保
育
士
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
と
し
、
附
則
第
８
項

は
、
１
日
８
時
間
を
超
え
て

開
所
し
た
場
合
、
定
員
に
応

じ
て
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
保
育
士
数
を
超
え
て
必

要
と
な
る
職
員
に
つ
い
て

は
、
保
育
士
と
同
等
の
知
識

及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者
を
保
育
士
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

附
則
第
９
項
は
、
附
則
第
７

項
、
第
８
項
を
適
用
す
る
と

き
に
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な

い
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
職

員
総
数
の
３
分
の
２
以
上
は

保
育
士
資
格
者
を
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
。

◎
福
生
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◎
福
生
市
特
別
工
業
地
区
建
築

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
等
に
伴
い

法
と
の
整
合
性
を
図
り
引
用

す
る
規
定
を
整
理
す
る
も
の
。

◎
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
は
、
国
庫
補
助
金
の

保
育
所
等
整
備
交
付
金
及
び

体
育
館
非
構
造
部
材
落
下
防

止
対
策
事
業
補
助
金
を
追

加
。
都
補
助
金
は
子
ど
も
家

庭
支
援
区
市
町
村
包
括
補
助

事
業
補
助
金
、
一
時
預
か

り
・
定
期
利
用
保
育
事
業
補

助
金
、
元
気
高
齢
者
地
域
活

躍
推
進
事
業
補
助
金
、
消
費

者
行
政
推
進
交
付
金
及
び
体

育
館
非
構
造
部
材
落
下
防
止

対
策
事
業
補
助
金
、
都
委
託

金
は
、
日
本
の
伝
統
・
文
化

理
解
教
育
推
進
事
業
委
託

金
、
安
全
教
育
推
進
校
事
業

委
託
金
、
英
語
教
育
推
進
地

域
事
業
委
託
金
、
総
合
的
な

不
登
校
児
童
・
生
徒
支
援
モ

デ
ル
事
業
委
託
金
、
道
徳
教

育
推
進
校
事
業
委
託
金
及
び

ス
ー
パ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ク

ー
ル
事
業
委
託
金
を
追
加
。

雑
入
は
、
多
摩
・
島
し
ょ
広

域
連
携
活
動
助
成
金
を
追

加
。
市
債
１
億
円
減
額
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
。

　

歳
出
は
、
児
童
福
祉
費
の

定
期
利
用
保
育
事
業
経
費
、

杉
ノ
子
第
三
保
育
園
建
設
費

補
助
金
及
び
見
守
り
事
業
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
委

託
の
追
加
。
保
健
衛
生
費

は
、
Ｂ
型
肝
炎
の
定
期
予
防

接
種
の
経
費
、
商
工
費
は
、

多
摩
地
域
観
光
資
源
広
域
活

用
協
議
会
負
担
金
と
消
費
生

活
相
談
体
制
充
実
、
高
齢
者

対
象
の
啓
発
事
業
経
費
、
土

木
管
理
費
は
、
旧
東
海
居
の

無
償
使
用
に
係
る
維
持
管
理

経
費
、
教
育
総
務
費
は
、
都

委
託
事
業
７
件
分
で
、
日
本

の
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
推

進
事
業
、
安
全
教
育
推
進
校

事
業
、
英
語
教
育
推
進
地
域

事
業
、
総
合
的
な
不
登
校
児

童
・
生
徒
支
援
モ
デ
ル
事

業
、
道
徳
教
育
推
進
校
事
業

及
び
ス
ー
パ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ

ス
ク
ー
ル
事
業
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
６
０
３
万
４
千

円
を
追
加
、
２
４
９
億
８
６

０
３
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

　

ま
た
、地
方
債
の
補
正
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
限
度
額

４
億
円
を
３
億
円
に
減
額
す

る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

一
般
表
彰
に
つ
い
て

　

福
生
市
表
彰
条
例
第
４
条

第
１
号
該
当
の
個
人
18
名
、

同
条
第
３
号
該
当
の
法
人
１

件
を
一
般
表
彰
す
る
も
の
。

　

個
人
は
、
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
北
原
進
氏
、
学
校
歯
科
医

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
蛯
名
勝

彦
氏
、
交
通
安
全
推
進
委
員

会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

秋
山
朋
勝
氏
、
行
政
改
革
推

進
委
員
会
委
員
と
し
て
貢
献

さ
れ
た
山
下
真
一
氏
、
明
る

い
選
挙
推
進
委
員
と
し
て
貢

献
さ
れ
た
横
山
百
世
氏
、
保

護
司
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
石

川
庄
二
氏
、
消
防
団
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
、
現
在
も
活
躍

中
の
相
羽
克
洋
氏
、
佐
藤
隆

一
郎
氏
、
古
谷
光
良
氏
、
小

泉
洋
司
氏
、
鈴
木
大
基
氏
、

小
幡
洋
介
氏
、
大
盛
浩
行

氏
、
桑
林
大
和
氏
、
古
谷
純

一
氏
、
髙
橋
良
輔
氏
、
長
田

一
樹
氏
、
田
村
力
氏
の
各

氏
。
法
人
は
、
市
内
の
小
学

校
に
太
陽
光
発
電
設
備
一
式

を
寄
附
さ
れ
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
株
式
会
社
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

平
野
裕
子
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
野
口
哲
也

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の
。

　

今
定
例
会
の
各
委
員
会
で

審
査
さ
れ
、
不
採
択
と
な
っ

た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
都
立
立
川
高
校
定
時
制
存

続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情
書
（
28
―
２
号
）

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
反
対

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
国

の
基
準
に
準
じ
て
引
き
下
げ

る
も
の
で
、
看
護
師
又
は
准

看
護
師
や
保
育
士
と
同
等
の

知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と

市
長
が
認
め
る
者
と
し
て
、

幼
稚
園
教
諭
若
し
く
は
小
学

校
教
諭
又
は
養
護
教
諭
の
普

通
免
許
状
を
有
す
る
者
を
保

育
士
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
来
保
育
は
、

認
可
保
育
園
の
増
設
を
基
本

と
し
、
正
規
の
保
育
士
が
配

置
さ
れ
、
子
ど
も
の
安
全
と

健
や
か
な
成
長
が
阻
害
さ
れ

な
い
体
制
が
守
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
更
に
子
ど
も
の
発
達
・

成
長
の
権
利
、
そ
し
て
、
親

の
働
く
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
で
も
あ
り
、
そ
の
責
任
は

国
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
国
が
、
保
育
士
等
の

配
置
基
準
を
安
易
に
緩
和
す

る
よ
う
な
基
準
の
引
き
下
げ

を
行
い
、
そ
れ
を
市
が
国
の

基
準
に
従
っ
て
条
例
改
正
を

行
う
こ
と
は
、
確
実
に
保
育

の
質
の
低
下
を
招
き
、
親
が

安
心
し
て
働
け
な
く
な
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
例

改
正
の
議
案
は
、
専
門
性
の

違
い
に
よ
る
代
替
可
能
性
に

問
題
が
あ
り
、
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

近
年
、
女
性
の
就
業
率
上

昇
等
に
よ
り
、
待
機
児
問
題

が
解
決
せ
ず
、
特
に
待
機
児

が
深
刻
な
都
市
部
で
は
、
受

け
皿
の
拡
大
に
伴
っ
て
保
育

園
の
増
設
が
進
む
一
方
で
、

保
育
士
の
有
効
求
人
倍
率
は

年
々
高
く
な
る
な
ど
、
保
育

の
担
い
手
確
保
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
こ
の
保

育
の
労
働
力
需
要
に
対
応
す

る
た
め
の
改
正
で
あ
り
、
保
育

の
質
を
落
と
さ
ず
、
保
育
士

が
行
う
業
務
に
つ
い
て
要
件

を
一
定
程
度
柔
軟
化
す
る
こ

と
で
、
保
育
の
担
い
手
の
裾
野

を
拡
げ
、
保
育
士
の
勤
務
環

境
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
担
い
手
の
確

保
に
弾
力
的
な
運
用
が
は
か

ら
れ
、
朝
夕
の
早
い
時
間
や

遅
い
時
間
に
シ
フ
ト
に
入
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
保
育
士

の
負
担
軽
減
や
急
な
退
職
な

ど
で
次
の
担
い
手
を
見
つ
け

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
も
、

柔
軟
に
対
応
が
図
れ
る
と
い

う
効
果
が
あ
る
。

　

ま
た
、
看
護
師
や
准
看
護
師
、

定
例
会
の
各
委
員
会

陳　

情

陳　

情
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▲和太鼓を使った授業の様子（福生第三小学校）

討
論

幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校
教
諭
、

養
護
教
諭
に
つ
い
て
も
、
保

育
士
と
み
な
す
こ
と
で
、
保

育
士
に
は
な
い
専
門
性
を
保

育
現
場
に
活
か
せ
る
の
で
、

こ
の
議
案
に
賛
成
す
る
。

●
都
立
立
川
高
校
定
時
制
存

続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情
書

■
賛
成

　

立
川
高
校
定
時
制
は
、
こ

こ
数
年
既
に
１
次
募
集
で
定

員
を
上
回
る
応
募
状
況
で
あ

り
、
ま
た
他
の
定
時
制
高
校

に
つ
い
て
も
２
次
、
３
次
募

集
で
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
更
に
多
く
の
生

徒
が
救
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク

ー
ル
と
夜
間
定
時
制
高
校
の

違
い
で
あ
る
が
、
前
者
は
不

登
校
だ
っ
た
生
徒
で
も
通
い

や
す
く
、
能
力
の
伸
ば
し
や

す
い
単
位
制
の
学
校
で
あ
る

が
、
後
者
は
、
少
人
数
学
級

と
し
て
、
昼
間
働
き
な
が
ら

夜
間
勉
学
す
る
勤
労
生
徒
を

は
じ
め
、
帰
国
子
女
、
高
校

中
退
者
、
中
学
校
ま
で
不
登

校
で
あ
っ
た
生
徒
等
多
様
な

課
題
を
抱
え
た
生
徒
の
受
け

皿
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
が

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

代
替
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
砂
川
高
校
の
夜
間

部
の
拡
大
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
立
川
高
校
定
時
制
は
、

遠
く
か
ら
で
も
何
と
か
通
え

る
の
は
、
立
川
駅
か
ら
徒
歩

数
分
と
い
う
立
地
条
件
の
良

さ
に
あ
り
、
砂
川
高
校
定
時

制
が
そ
う
い
っ
た
立
地
条
件

に
か
な
う
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
し
、
都
立

立
川
高
校
定
時
制
の
存
続
に

賛
成
す
る
。

（
不
採
択
理
由
）

　

生
徒
の
実
態
が
多
様
化
し

て
い
る
中
で
、
東
京
都
は
都

立
立
川
高
校
定
時
制
を
閉
課

程
し
て
も
不
利
益
が
な
い
よ

う
配
慮
し
た
計
画
を
検
討
し

て
い
る
た
め
意
に
沿
い
難
い
。

▲酒蔵・地酒の活用プロ
　ジェクトＰＲリーフレット
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二世帯住宅と二世帯同居の減額について
町田 成司 議員

　質問　二世帯住宅と二世帯同居の
場合、固定資産税の減額については
どのように変わるのか。
　市民部長　二世帯同居が二世帯住
宅と同様の取り扱いになるかについ
てであるが、二世帯住宅は、福生市
の固定資産（家屋）評価事務取扱要
領に基づき、構造上において２戸分
として評価されるため減額されるも
のであり、その構造を要しない場合
には減額にはならない。

インクルーシブ教育システム構築の現状は
三原 智子 議員

　質問　インクルーシブ教育システム
構築の状況と今年度の取り組みは。
　教育長　関係機関が連携し、特別
支援教育の一層の推進を図ることが
重要だ。インクルーシブ教育システ
ムの構築状況だが、平成28年３月、
本市の特別支援に関する各施設等の
役割やサービスをまとめたハンドブ
ックや発達障害への理解と対応を啓
発するリーフレットを作成した。今
年度は、来年４月から教員が各学校
を巡回する特別支援教室の開設準備
を着実に展開するほか、来年３月ま
でに「福生市副籍交流事例ブック

（仮称）」を作成する。

▲発達障害への理解と対応のためのリーフレット

高齢者にやさしいまちづくりについて
佐藤 弘治 議員

　質問　第３期バリアフリー推進計
画を踏まえ、高齢者に優しいまちづ
くりには何が必要と考えるか。
　市長　平成28年３月策定の第３期
福生市バリアフリー推進計画に基づ
き、施設のバリアフリー化の着実な
実施に努める。ソフト面のバリアフ
リーでは、高齢者、障害者等市民一
人ひとりの人権尊重を基本に、引き
続き心のバリアフリーやユニバーサ
ルデザインの推進に取り組む。情報
や施策面等におけるバリアフリー等
の取り組みにも努め、民間事業所や
市民とともに高齢者、障害者に優し

いまちづくりを進める。

▲第３期福生市バリアフリー推進計画

　今定例会では、14名の議員が市政全般にわたり一般質問を行い
ました。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問一答方式、併
用式（一括と一問一答の併用）のいずれかを議員が選択し、質問しま
した。
　要旨の掲載は一問とし３ページから５ページに掲載しました。一
般質問の項目は６ページに全て掲載してあります。
　詳しくは、８月下旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー、図
書館で、または福生市ホームページからご覧ください。

市 政 の こ こ を 問 う

（要旨）一 般 質 問食品ロス削減に向けた取り組みについて
青木　健 議員

　質問　市として、食品ロス削減に
向けどのように取り組むのか。
　市長　食品ロスは食に関する様々
な場所で発生しており、削減するに
は、加工食品等の製造、流通、販売
に関する過剰生産の改善や、食べ切
れる分量での飲食の提供、消費者の
意識改革等、一人ひとりが現状につ
いて理解を深め、主体的に行動する
よう訴えることが重要だ。市として
は、食品ロスの現状等について理解
を深めるため、まずは市民や事業者
等に対し、市ホームページや清掃だ
より、かんきょう通信等を通じて意

識啓発を行いたい。

▲食品ロス削減についてのパンフレット（消費者庁）

３期目の市政運営に向けて
乙津 豊彦 議員

　質問　３期目の市政運営に対する
意気込みを伺う。
　市長　今までに築いたまちづくり
の流れを途絶えさせず、更なる定住
化施策を展開していく。継続的に子
育て支援策を進めるとともに、定住
化に向けた住宅施策も推進していく。
また、特色ある教育施策や防災対策
の強化も進め、中心市街地の活性化
に向けた福生市商工会の取り組みを
支援していく。「７つのまちづくり
の目標」そして「福生市人口ビジョ
ン・総合戦略」の施策を推進し、
「住んでよかった　住み続けたくな

るまち福生」を実現したい。

▲福生市人口ビジョン及び総合戦略の冊子

・傍聴者数　延べ56人
・インターネット議会中継閲覧数（6月7日～24日）延べ413件

平成28年第2回定例会本会議の傍聴者数等平成28年第2回定例会本会議の傍聴者数等平成28年第2回定例会本会議の傍聴者数等

　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映しま
す。放映日時、放映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブ
ルチャンネルガイドでお知らせしますのでぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継

◎傍聴におでかけください。

◎議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接音声を送る磁気
　ループを導入しています。

◆本会議（予定）午前10時開会
　９月５日（月）～８日（木）及び29日（木）
◆決算審査特別委員会（予定）午前9時30分開会
　９月12日（月）～15日（木）
◆常任委員会（予定）午前10時開会
　９月20日（火）、21日（水）及び23日（金）

次回定例会のお知らせ

　平成28年第３回定例会は、９月５日(月)から９月29日（木）までを予
定しています。
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ふっさっ子未来提言について
清水 義朋 議員

　質問　ふっさっ子未来会議の提言
を踏まえた今年度の計画は。過去の
計画の進捗管理についても伺う。
　教育長　本市の学校教育改革は、
ふっさっ子未来会議の６つの未来提
言を具現化したもの。平成26年度は
不登校総合対策等５計画を作成し、
昨年度から実施している。昨年度は
「福生市英語教育推進計画」等３計
画を作成し、今年度から実施中。今年
度も「福生市立学校の体力向上策」
等３計画を策定し、来年度から実施
予定。進行管理は既存事業を踏まえ、
平成32年度までの計画実施に取り組

み、見直し年度に改善を図る。

▲ふっさっ子未来会議提言書

在宅生活の支援、在宅医療・介護の連携推進について
五十嵐みさ 議員

　質問　24時間対応の定期巡回・随
時対応型訪問サービスへの認識は。
　福祉保健部長　24時間対応の定期
巡回・随時対応型訪問介護看護サー
ビスは、利用者が可能な限り自宅で
自立した日常生活を送れるよう、24
時間365日、介護と看護の一体的な
サービスを必要なタイミングで受け
られるものだ。第６期介護保険事業
計画では来年度からのサービス提供
を目指しており、適正に運営できる
事業者の参入を要請していきたい。
このサービスに対応する出入口の設
置については、サービス利用者個々

の状況により対応する。

障害者差別解消法施行での取り組みについて
堀 雄一朗 議員

　質問　合理的配慮について、見直
しや改善への市の取り組みを問う。
　市長　平成15年に耳が不自由なこ
とを示した「耳のシンボルマーク」
と「筆談をします」と記したカード
を市内公共施設の窓口に設置し、筆
談用紙を用意して対応している。手
話が必要な方は、手話通訳奉仕員の
派遣申請をしてもらい対応している。
　福祉保健部長　今後の取り組みに
ついては、障害者とのコミュニケー
ションを密にすることで、双方の合
意のもと配慮が可能になると考える。
予算が伴う配慮については、関係機

関と協議しながら進めたい。

▲車いす利用者向け 動画の道案内（品川区ＨＰ）

告示前の選挙運動について
杉山 行男 議員

　質問　告示前から立候補予定者の
名前をスピーカーで言って回るのは
日常的な状況だが、選挙運動は告示
以降でなければ許されないのでは。
　選挙管理委員会事務局長　公職選
挙法によれば、当該選挙の立候補届
出日からでなければ選挙運動はでき
ない。それ以前に選挙運動をするこ
とを禁止している。選挙前に候補予
定者名をスピーカー等で宣伝した場
合、公職選挙法等で違法性があれば
取り締まるのは警察、最終的には司
法が判断する。福生市選挙管理委員
会は個別事案に答える立場にない。 ▲明るい選挙のイメージキャラクター

横田基地内での事業実施について
田村 正秋 議員

　質問　青少年海外派遣事業が休止
となったが、横田基地で何らかの形
で事業計画を図れないか。
　教育長　青少年海外派遣事業につ
いては今年度は事業を休止し、来年
度からの新事業実施に向けて、安全
性を考慮した上で、より多くの生徒
が参加できる代替事業の検討を行い、
現在情報収集に努めている。横田基
地内での事業実施については、数年
前、教育委員会において今後の方向
性につき意見交換した中で、候補地
としてどうかという意見もあったが、
軍事施設という性格上、本事業の実

施は難しいと考える。

▲青少年海外派遣事業での英会話研修の様子

性につき意見交換した中で、候補地
としてどうかという意見もあったが、
軍事施設という性格上、本事業の実 ▲青少年海外派遣事業での英会話研修の様子

就学援助について
池田 公三 議員

　質問　市では、生活保護基準の少
し上の収入がある世帯は就学援助が
受けられない。転出への原因になり
うるが、改善すべきでは。
　教育長　就学援助費と転出との因
果関係は特定できないと考える。就
学援助費については、教育委員会と
して今後も全ての世帯に対して、遺
漏なく就学援助費の申請書の提出を
していただき、基準に従って支援し
たい。また、その他の保護者負担軽
減措置として、全ての児童・生徒に
対し補助教材、あるいは修学旅行費
など、他自治体を上回る市独自の補

助を広く行っているところだ。

第66回　福生七夕まつり　第66回　福生七夕まつり　 今年も民踊パレードに参加します
「福が生まれるまち」の七夕まつり

８月４日（木）～７日（日）
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今年度の中心市街地活性化の事業内容と取り組みは
幡垣 正生 議員

　質問　中心市街地活性化へ新たに
組織体制を整えたが、今年度はどの
ような事業内容に取り組むのか。
　市長　今年度はまちづくり検討会
を設立・運営し勉強会等を開催して
意見集約する。４月26日に発起人会
を開催し、６名の方が世話人として
中心的役割を担うことを確認した。
５月26日の第１回検討会では、規約
制定や27年度のアンケート結果報告
等を行った。今後は、第１回検討会
に参加しなかった権利者に活動内容
の周知や検討会へ参加を呼びかけ、
意見を伺う。市も商工会と連携し、

行政支援の方向性を模索する。

▲まちづくり検討会の様子

教育の政治的中立性について
原田　剛 議員

　質問　本市の教育現場の政治的中
立性はどのように担保されているか。
　教育長　本市の全教員は週ごとの
指導計画を毎週末に校長へ提出し、
決裁を受ける。翌週末には、その週
の授業記録をまとめ、次週の計画を
立て同様に決裁を受ける。
　校長は授業観察や各教室の巡回を
行い、授業内容と教材の取り扱い等
を確認している。一方、教育委員会
教育部職員が５月末までに全校を訪
問し、週ごとの指導計画の確認や授
業観察を行った。今後も、適宜適正
に政治的中立性の担保について各学

校を指導していく。

福生市緑の基本計画と加美上水公園などについて
奥富 喜一 議員

　質問　加美上水公園のボランティ
ア活動や旧東海居の活用について伺
う。
　市長　加美上水公園では、専門的
知識を有するボランティアが様々な
活動をしている。植生の取り組みで
は貴重な植物が自生して数も増え、
市民が緑に親しむ貴重な場所となっ
た。日頃の活動には大変感謝してお
り、今後も共に活動していきたい。
　旧東海居については、加美上水自
然塾の活動の場として役立ててほし
いので市に無償貸与したいとの申し
出があり、市民が緑と水を学び、親

しむ拠点として当分の間活用したい。

▲加美上水公園ボランティア活動の様子

▲授業風景（福生第二中学校）

　音訳ボランティア「ふっさいとでんわ」の皆さんにご協力いただ
き、市議会だよりの音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者
（１・２級）の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいましたら、
議会事務局にご連絡ください。
○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいところをすぐに検索でき
るなど、情報検索性に優れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具とし
て給付を受けられます。（利用者一割負担）

議会事務局　☎042-551-1523

「声の市議会だより」をお届けしています 「ご利用くださいインターネット議会中継」

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じ
ていただけると思います。「市民に開かれたわかりやすい議会」を一層
推進するため、積極的に議会情報をお届けしていきたいと考えておりま
すので、ぜひご利用ください。

◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議員名、用語などで検索してご覧
いただくことができます。
◆アクセス方法
　福生市公式ホームページ(http://www.city.fussa.tokyo.jp/)にアクセス
して「福生市議会」→「インターネット中継」の順にクリックしてくださ
い。

平成28年 熊本地震災害義援金の
送金について

　この度、熊本地震で亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し
上げますとともに、被害にあわれた皆様に心よりお見舞い申し
上げます。
　福生市議会では、被災地における今後の復旧・復興にお役立
ていただくため、全国市議会議長会を通じ、九州市議会議長会
へ義援金20万円を送金しました。

▲議場の議席風景（北側） ▲議会運営委員会の風景 ▲議場の議席風景（南側）

次回定例会の日程は３面をご覧ください。

傍聴の受付
会議当日、市役所第二棟３階の議会事務局へ。
傍聴席
５階議場の傍聴席は53席です。
４階委員会室の傍聴席は６席です。

傍聴のご案内 お気軽にお越しください。

熊本地震による被災者支援のため義援金を送金しました。



平成28年 第2回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧
通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容

乙津 豊彦
（併用）

⑩青木　健
（一問一答）

佐藤 弘治
（一括）

三原 智子
（一括）

堀  雄一朗
（併用）

清水 義朋
（一括）

町田 成司
（一問一答）

③

田村 正秋
（一括）

⑪

幡垣 正生
（併用）

⑫

奥富 喜一
（一問一答）

⑬

原田　剛
（併用）

⑭

五十嵐 みさ
（併用）

池田 公三
（一問一答）

⑨

杉山 行男
（一問一答）

１　市政運営について
　⑴３期目の市政運営に向けて
　⑵米軍横田飛行場へのオスプレイ配備について
２　教育行政について
　⑴通学路について

１　人口減少を食い止める定住化策について
　⑴今までの定住化策の取り組みについて
　⑵固定資産税から見る定住化策について
２　観光行政について
　⑴福生市における観光事業の現状と今後について
３　中小企業振興資金融資制度及び小口零細企業資金融資
　　制度について
４　道路整備事業について
　⑴富士見通り等の進捗状況について

１　災害対策について
　⑴福生市地域防災計画について
　⑵避難所運営について
　⑶通信環境の整備・確保について
　⑷耐震シェルター・防災ベッドについて
　⑸災害時の対応に備えた防災士等の資格取得について
２　食品ロスについて
　⑴食品ロスの現状について
　⑵食品ロス削減に向けた取り組みについて

１　高齢者施策について
　⑴本市の高齢者の現状と施策の基本的な考え方について
　⑵高齢者の生涯学習について
　⑶高齢者にやさしいまちづくりについて
２　地域行政及び教育行政について
　⑴町会・自治会の区割りと学区について
　⑵学校の適正規模・適正配置について
３　防災行政について
　⑴本市の被災時における支援の受入体制について
　⑵り災証明書の発行について

１　環境保全への取り組みについて
　⑴せっけん運動について
　⑵公共施設でのせっけん使用について
２　福生市特別支援教育推進計画第三次実施計画
　　「福生市特別支援教育アクション20」について
　⑴計画の進捗状況について、特にインクルーシブ教育シス
　　テムの構築状況及び平成28年度の取り組みについて

１　スポーツ振興について
　⑴オリンピック・パラリンピックについて
　⑵健康施策におけるスポーツ推進について
　⑶運動部活動について
２　地方創生の取り組みについて
３　ふっさっ子未来提言について

１　障害者差別解消法について
　⑴周知徹底について
　⑵合理的配慮について
　⑶条例の制定・相談窓口や障害者差別解消支援地域協議　
　　会設置について
　⑷動画や言葉で道案内するバリアフリー情報の提供につ　
　　いて
２　福生市英語教育推進計画について
　⑴英語教育推進地域指定について
　⑵福生市の目指す英語教育と今後について

１　核兵器廃絶を目指す平和首長会議への加盟について
２　教育・子育て・医療・介護に積極的な予算付けを行うこ
　　とについて
３　子育て世代の人口流出ストップのカギはどこにあるかに
　　ついて
　⑴子どもと子育て世代人口流出の現状について
４　子育て世代の家庭に対する支援等の状況について
　⑴住宅支援について
　⑵就学援助について
　⑶学校給食費の無料化等の支援について

１　地域包括ケアシステムの構築について
　⑴在宅生活の支援、在宅医療・介護の連携推進について
　⑵「住まい」の充実について
　⑶介護予防・日常生活支援総合事業について
２　男女共同参画の推進について
　⑴女性活躍推進法について
　⑵男女共同参画の条例化について
３　玉川上水近辺の景観を活かした整備について
　⑴玉川上水のユネスコ世界遺産登録について
　⑵宿橋通りから加美上水公園付近の景観整備について

１　福生市長選挙について
　⑴開票の公開について
　⑵ＪＩＣＡの研修について
　⑶選挙運動と政治活動について
　⑷確認団体について
２　ふっさっ子スタンダードの実践状況について
　⑴学校での定着状況について
　⑵新しく赴任した教員への周知と実践等の指導について

１　ごみ対策について
　⑴市内のごみ収集の現状について
２　市内のイベント等の災害時における対応について
　⑴大会、式典等における避難場所等の周知について
３　シティセールスについて
　⑴活力とにぎわいのあるまちづくりについて
４　海外派遣事業の休止について
　⑴横田基地内での事業実施について
５　通学路の見守りについて
　⑴見守り活動の内容と現在の状況等について

１　中心市街地の活性化について
　⑴平成28年度の事業内容と取り組みについて
２　まちづくりにおける体育施設の活用について
３　特別支援教育について
　⑴平成28年度の進捗状況について
４　療育事業について
　⑴未就学児の療育の現状について
　⑵今後の取り組みについて

１　横田基地について
　⑴米兵犯罪は基地がある限りなくならないことについて
　⑵ＣＶ－22オスプレイの配備について
　⑶飛行回数及び夜間離発着回数等の訓練増加について
　⑷横田基地関連の思いやり予算について
２　自由広場貸付事業（住宅建設）について
３　国民健康保険税を１人１万円引き下げることについて
４　福生市緑の基本計画と加美上水公園などについて

１　政治参画について
　⑴若者の市政参画について
　⑵若者の投票率について
２　自殺対策について
　⑴状況及び相談体制について
　⑵ゲートキーパーについて
３　教育行政について
　⑴教育の政治的中立性について
　⑵道徳教育について
　⑶特別支援教育について

平成28年7月25日　　福生市議会だより　　No.202　 ⑹
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建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

　

６
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
旧
東
海

居
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
３
件
の
議
案
を
審
査
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
３
件
の
陳
情
は

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇
福
生
市
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◇
福
生
市
特
別
工
業
地
区
建

築
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

本
２
案
に
つ
い
て
は
、
同

じ
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
改
正
に
伴
う
も
の
で
あ

り
一
括
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

問　

風
営
法
第
２
条
第
１
項

第
５
号
及
び
６
号
に
該
当
す

る
喫
茶
店
、
バ
ー
及
び
そ
の

他
設
備
を
設
け
て
客
に
飲
食

さ
せ
る
営
業
で
、
照
明
や
広

さ
な
ど
の
制
限
の
規
制
を
外

す
こ
と
と
な
る
の
か
。

答　

改
正
前
の
第
５
号
「
低

照
度
飲
食
店
」
及
び
第
６
号

「
区
画
飲
食
店
」
は
、
改
正

後
で
も
第
２
号
及
び
第
３
号

と
し
て
、
引
き
続
き
規
制
の

対
象
と
な
る
。

問　

市
内
に
影
響
す
る
店
舗

は
あ
る
か
。

答　

今
回
の
改
正
で
影
響
を

受
け
る
店
舗
は
な
い
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　

観
光
対
策
事
業
の
多
摩

地
域
観
光
資
源
広
域
活
用
協

議
会
負
担
金
で
、
西
多
摩
の

酒
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
が
、
地

元
の
蔵
元
で
ビ
ー
ル
を
製
造

し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
含
め

て
の
Ｐ
Ｒ
と
、
地
元
に
賞
を

取
る
よ
う
な
有
名
な
飲
食
店

が
あ
る
の
で
そ
れ
を
含
め
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

本
事
業
は
日
本
酒
で
行

い
、
グ
ル
メ
は
日
本
酒
と
合

う
も
の
を
こ
れ
か
ら
探
し
て

い
く
が
、
引
き
続
き
情
報
収

集
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

外
国
人
観
光
客
に
酒
を

飲
ん
で
も
ら
う
の
か
、
ま
た

は
輸
出
の
た
め
の
事
業
か
。

答　

本
事
業
は
酒
を
通
じ
て

多
摩
地
域
の
宣
伝
を
す
る
こ

と
で
あ
り
、
外
国
人
を
含
め

た
観
光
振
興
を
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。

問　

旧
東
海
居
の
無
償
借
り

上
げ
に
伴
う
公
園
管
理
事
務

費
の
う
ち
、
防
犯
カ
メ
ラ
借

上
料
17
万
円
は
何
台
分
か
。

ま
た
、
保
険
料
５
千
円
は
何

の
保
険
か
。

答　

防
犯
カ
メ
ラ
は
４
台
分
、

保
険
料
は
市
有
物
件
建
物
総

合
共
済
保
険
料
で
あ
る
。

　

６
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
件
の

陳
情
は
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

◇
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

今
回
の
改
正
の
目
的
及

び
、
当
市
に
お
け
る
保
育
士

の
現
状
は
。 

答　

待
機
児
解
消
の
た
め
の

保
育
の
受
け
皿
拡
大
に
伴
う

保
育
人
材
確
保
の
た
め
、
弾

力
的
な
運
用
を
図
る
こ
と
や
、

朝
夕
の
早
い
時
間
や
遅
い
時

間
に
シ
フ
ト
に
入
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
保
育
士
の
負
担

軽
減
を
図
る
。
な
お
、
当
市

の
保
育
士
の
配
置
の
現
状
は

認
可
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

問　

今
回
の
こ
の
条
例
改
正

の
ね
ら
い
・
効
果
は
。

答　

今
回
の
条
例
改
正
の
ね

ら
い
と
し
て
は
、
保
育
の
担

い
手
の
確
保
に
弾
力
的
な
運

用
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
シ
フ
ト
に
入
る
保
育
士

の
負
担
軽
減
を
図
る
と
い
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
効
果
と
し

て
は
、
急
な
退
職
な
ど
で
保

育
園
が
次
の
担
い
手
を
見
つ

け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

柔
軟
に
対
応
が
図
れ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　

学
童
ク
ラ
ブ
見
守
り
事

業
に
つ
い
て
の
詳
細
は
。

答　

学
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童

の
増
加
に
伴
い
、
市
内
12
ク

ラ
ブ
に
各
１
名
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ

れ
た
見
守
り
員
を
、
基
本
的

に
は
通
年
を
通
し
て
午
後
２

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
配
置

し
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

と
と
も
に
児
童
を
見
守
り
、

安
全
性
を
図
る
。

問　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
任
意
接
種
で

あ
っ
た
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種

が
定
期
接
種
に
な
っ
た
経
緯

と
、
今
回
の
補
正
に
関
わ
る

人
数
等
の
想
定
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　

Ｂ
型
肝
炎
は
母
子
感
染

や
、
輸
血
、
予
防
接
種
で
の

注
射
器
の
使
い
ま
わ
し
等
に

よ
る
水
平
感
染
の
予
防
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
在
も
増
加
し

て
い
る
た
め
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ

ク
チ
ン
が
定
期
接
種
化
さ
れ

た
。
今
回
の
補
正
で
は
、
平

成
24
年
度
か
ら
26
年
度
の
出

生
数
を
参
考
に
約
４
５
０
名
、

接
種
回
数
は
合
計
３
回
約
８

６
０
回
を
想
定
し
て
い
る
。

　

６
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
東
福
生

駅
西
口
・
東
口
自
転
車
駐
車

場
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
１
件
の
議
案
を
審
査
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
１
件
の
陳
情
は

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
教
育

費
に
２
５
６
３
万
４
千
円
を

追
加
し
、
臨
時
財
政
対
策
債

１
億
円
を
減
額
す
る
も
の
。

問　

日
本
の
伝
統
・
文
化
理

解
教
育
推
進
事
業
の
内
容
は
。

答　

一
つ
は
、
児
童
・
生
徒

の
専
門
的
知
識
や
技
能
を
高

め
、
積
極
的
に
発
信
す
る
態

度
を
育
成
す
る
た
め
に
地
域

の
外
部
人
材
を
活
用
す
る
。

二
つ
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
を
活
用
し
、
地

域
や
日
本
の
伝
統
・
文
化
の

発
信
、
紹
介
等
を
行
う
。

問　

本
事
業
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
本 ▲学童クラブの様子（さくらクラブ）

▲東福生駅西口・東口自転車駐車場を現地視察

市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
違
い
は
。

答　

本
事
業
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、

日
本
の
良
さ
を
発
信
す
る
対

象
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

本
市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
英
語
教

育
を
主
と
し
て
担
う
役
割
で

あ
る
が
、
伝
統
文
化
の
補
助

的
役
割
を
行
う
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

問　

都
の
教
育
委
託
事
業
を

当
初
予
算
に
計
上
せ
ず
、
補

正
予
算
に
し
た
理
由
は
。

答　

３
月
の
都
議
会
で
可
決

さ
れ
た
の
ち
、
４
月
１
日
を

も
っ
て
正
式
決
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
た
た
め
。

問　

道
徳
教
育
推
進
校
事
業

で
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
開

発
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

指
定
を
受
け
た
五
小
・

一
中
で
は
、
年
間
を
通
し
て

講
師
を
招
へ
い
し
、
そ
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
『
特
別
の

教
科　

道
徳
』
に
関
す
る
研

究
を
行
う
。
講
師
は
、
道
徳

教
育
の
充
実
・
発
展
に
寄
与

し
た
専
門
家
を
予
定
し
て
い

る
。

問　

ス
ー
パ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ

ス
ク
ー
ル
事
業
の
内
容
は
。

答　

保
健
体
育
の
専
門
性
の

高
い
指
導
教
諭
を
中
心
に
、

体
力
向
上
の
た
め
の
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

◇
都
立
立
川
高
校
定
時
制
存

続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情
書

反
対
意
見　

都
立
定
時
制
の

平
均
応
募
倍
率
が
年
々
下
が

っ
て
お
り
、
他
の
制
度
も
検

討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
残
念

だ
が
廃
止
も
や
む
得
な
い
。

　

別
意
見
と
し
て
、
実
際
の

廃
止
は
平
成
35
年
に
計
画
さ

れ
て
お
り
、
他
の
受
け
皿
も

検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
不
採

択
と
さ
れ
た
い
。

賛
成
意
見　

定
時
制
の
平
均

応
募
倍
率
が
低
下
し
た
か
ら

廃
止
と
す
る
の
は
反
対
で
あ

り
、
存
続
す
べ
き
。

　

別
意
見
と
し
て
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
ク
ー
ル
が
で
き
る
が

定
時
制
高
校
と
は
違
う
も
の

で
あ
り
、
存
続
す
べ
き
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
の
後
、

起
立
採
決
し
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　今定例会の常任委員会では、付託された議
案及び陳情の審査が６月14日、15日、16日
の３日間、建設環境・市民厚生・総務文教委
員会の順で行われました。
　議会運営委員会は、本会議の議事日程や議
案の取り扱い、議会だよりの編集等で６回行
われました。
　また、横田基地対策特別委員会、議会改革
に関する特別委員会が６月17日に行われまし
た。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委員会
から報告された主な審査概要をまとめました。

委員会の委員会の委員会の
　　審査から　

▲旧東海居を現地視察（福生1773-2外 加美上水公園新堀橋付近）



　

４
月
の
熊
本
地
震
か
ら
引

き
続
き
、
各
地
で
大
き
な
地

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
熊
本

地
震
で
甚
大
な
被
害
が
も
た

ら
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
犠

牲
と
な
り
ま
し
た
。
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、

今
定
例
会
の
開
会
前
に
は
、

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
に
お
い
て
、
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活

用
し
て
取
り
組
む
「
酒
蔵
を

活
用
し
た
観
光
事
業
」
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。
酒
蔵

と
日
本
酒
を
ツ
ー
ル
と
し
た
、

青
梅
市
、
あ
き
る
野
市
、
東

村
山
市
と
の
地
域
間
連
携
に

よ
る
広
域
的
な
事
業
で
す
。

地
方
創
生
推
進
の
事
業
と
し

て
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
契

機
と
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

会
期
中
に
は
「
ほ
た
る

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず

晴
天
に
恵
ま
れ
、
約
３
万
５

千
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。
７
月
30
日
、
31
日
に
は

「
町
会
・
自
治
会
の
夏
祭

り
」
、
８
月
４
日
か
ら
７
日

に
は
「
七
夕
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様

も
ぜ
ひ
お
出
か
け
い
た
だ
き
、

夏
の
に
ぎ
わ
い
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

っ
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・
逗
子
市
議
会
は
公
用
車
を

廃
止
し
て
予
算
を
捻
出
し
た

と
の
こ
と
。
私
た
ち
も
予
算
に

つ
い
て
考
え
る
べ
き
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す

る
こ
と
で
情
報
量
が
増
え
、

質
疑
の
質
が
高
ま
っ
た
と
の

こ
と
。
そ
の
点
で
も
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
導
入
は
効
果
が

あ
る
と
思
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
、
今
後
も
引
き
続
き
調

査
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

６
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
５
件
の
議
題
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１　

平
成
27
年
度
防
衛
補
助

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

民
生
安
定
施
設
補
助
事
業

は
、
市
道
幹
線
Ⅱ

－

19
号
線
外

１
改
良
事
業
の
う
ち
第
３
工

区
と
第
４
工
区
が
実
施
さ
れ

た
。
事
業
費
は
１
億
６
４
０

１
万
８
千
円
、
補
助
額
は
９

４
３
８
万
８
千
円
。
防
災
食

育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
は
、

事
業
費
３
億
３
８
８
５
万
円
、

補
助
額
２
億
２
９
５
７
万
２

千
円
。

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
事
業
は
、
消
防

団
車
庫
改
良
工
事
（
第
四
分

（
５
月
26
、
27
日
の
行
政
視

察
を
踏
ま
え
て
）

・
本
会
議
は
問
題
な
い
が
委

員
会
や
全
員
協
議
会
で
使
え

て
い
る
の
か
疑
問
を
感
じ
た
。

本
棚
の
ア
プ
リ
は
個
人
的
に

気
に
入
っ
て
い
る
の
で
使
っ
て

み
た
い
。

・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
オ
フ
ィ
ス

３
６
５
と
い
う
ソ
フ
ト
が
使

え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
大
き

さ
や
操
作
性
な
ど
か
ら
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
（
ア
イ
パ
ッ
ド
）
が
使
い

や
す
い
と
思
っ
た
。

・
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
だ
け
で
な
く
様
々

な
ソ
フ
ト
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ど
ん
な
ソ
フ
ト
で
も

使
え
ば
慣
れ
る
と
は
思
う
が
、

も
っ
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・
経
費
面
、
操
作
性
を
表
に
し

て
比
較
し
て
み
る
と
よ
い
。

・
横
文
字
の
言
葉
が
多
く
、
慣

れ
な
い
の
で
分
か
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
市
長
部
局
で
導

入
す
る
機
種
と
足
並
み
を
揃

え
る
べ
き
。

・
ソ
フ
ト
と
Ｏ
Ｓ
の
様
々
な
組

み
合
わ
せ
が
出
来
る
の
で
、
も

　

６
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
前
回
の
調
査
研
究

を
踏
ま
え
、
次
の
２
件
の
議

題
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
の

意
見
を
求
め
ま
し
た
。
主
な

意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

議
会
の
情
報
発
信
に
つ

い
て
（
市
議
会
だ
よ
り
の
レ

イ
ア
ウ
ト
案
を
元
に
協
議
）

・
一
般
質
問
の
文
字
が
増
え
、

議
員
の
顔
写
真
が
入
る
の
は

よ
い
。
議
案
数
が
少
な
い
場

合
や
視
察
報
告
が
入
る
場
合

な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
適

宜
対
応
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

・
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
写
真
を
何
に

す
る
か
が
重
要
だ
と
思
う
。

・
藤
枝
市
議
会
は
議
員
自
ら

が
編
集
作
業
を
し
て
お
り
、

当
市
議
会
も
こ
れ
を
検
討
し

て
は
い
か
が
か
。

・
現
在
、
文
章
の
作
成
、
写
真

選
定
は
議
会
事
務
局
に
よ
る
。

こ
れ
は
、
第
三
者
の
編
集
に
よ

る
記
事
の
公
平
性
を
担
保
し

て
い
る
。
議
員
自
ら
の
編
集
と

な
れ
ば
広
報
委
員
会
設
置
な

ど
の
体
制
づ
く
り
を
し
な
け

れ
ば
難
し
い
と
思
う
。

・
藤
枝
市
議
会
は
各
議
員
が

伝
え
た
い
部
分
を
各
々
独
自

に
強
調
し
て
伝
え
て
い
る
。
そ

れ
が
必
要
か
ど
う
か
の
議
論

が
必
要
だ
と
思
う
。

２　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

議
会
改
革
に
関
す
る

特
別
委
員
会

議
会
改
革
に
関
す
る

　
　
　

特
別
委
員
会

編
集

後
記

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

団
）
、
中
学
校
給
食
用
設
備

整
備
等
事
業
の
ほ
か
、
基
金

に
積
み
立
て
た
６
事
業
を
合

わ
せ
、
全
８
事
業
が
実
施
さ

れ
た
。
交
付
額
の
合
計
は
３

億
９
８
４
０
万
４
千
円
。

２　

空
調
復
旧
工
事
の
補
助

率
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環

境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
補
助
に
関
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
電
気
料
金

等
維
持
費
補
助
の
対
象
施
設

（
小
・
中
学
校
及
び
保
育
所

等
）
の
３
級
及
び
４
級
の
空
調

復
旧
工
事
の
補
助
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
。

３　

平
成
29
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
防
衛
補
助
事

業
の
概
算
要
望
と
し
て
次
の

事
業
を
要
望
し
て
い
る
。

①
第
三
小
学
校
防
音
機
能
復

旧
（
復
機
）
工
事
設
計
委
託

（
校
舎
・
講
堂
）
②
第
五
小
学

校
防
音
機
能
復
旧
（
復
機
）

工
事
設
計
委
託
（
校
舎
・
講

堂
）
③
中
央
幹
線
排
水
路
改

修
に
伴
う
調
査
委
託
④
新
扶

桑
会
館
整
備
事
業
⑤
防
災
食

育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
で
、

事
業
費
13
億
１
８
７
１
万
３

千
円
、
補
助
額
10
億
２
２
９

０
万
４
千
円
。

４　

横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項
（
案
）
に
つ
い
て

　

７
月
26
日
に
委
員
会
の
全

委
員
に
よ
る
防
衛
省
及
び
北

関
東
防
衛
局
へ
の
要
請
行
動

を
行
う
た
め
、
要
望
事
項
案

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
要

望
は
全
８
項
目
。

５　

横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
日
米
合
同
委
員
会
合
意
に

つ
い
て
「
再
編
実
施
の
た
め
の

日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
よ
り

整
備
が
完
了
し
た
施
設
を
合

衆
国
政
府
に
提
供
す
る
。

②
横
田
基
地
所
属
機
に
よ
る

災
害
支
援
と
し
て
、
熊
本
地

震
の
災
害
救
援
活
動
の
た
め

Ｃ

－１
３
０
輸
送
機
２
機
を
派

遣
し
た
。

③
Ｕ
Ｈ

－

１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

予
防
着
陸
に
つ
い
て
、
４
月
22

日
キ
ャ
ン
プ
富
士
に
て
訓
練

中
に
エ
ン
ジ
ン
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ

ト
の
点
灯
の
た
め
予
防
着
陸

を
行
っ
た
。

④
人
員
降
下
訓
練
が
３
回
行

わ
れ
、
市
民
か
ら
騒
音
に
よ

る
苦
情
が
４
件
あ
っ
た
。

⑤
５
月
８
日
に
オ
ス
プ
レ
イ

１
機
が
横
田
基
地
に
飛
来
し

た
。

⑥
横
田
基
地
有
志
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
報
告

が
あ
っ
た
。

▲逗子市議会のタブレット端末導入を視察

▲横田基地有志による公園清掃ボランティア活動

平成28年7月25日　　福生市議会だより　　No.202　 ⑻

F-e（福生市環境マネジメントシステム）の取り組み

　福生市では、独自の「環境マネジメントシステム」を運用し、庁舎・施設等をはじめとした
市全体における環境配慮を推進しています。
　事務活動等における省エネ・省資源等の実践など、一人ひとりが意識的に実施すべき内
容に関して、議員も参加して取り組んでいます。
　例えば、ごみ減量への取り組みとして、缶、ペットボトルなどの購入を控え、「マイカップ」
を使用、割りばしの使用を抑制し、「マイはし」を使用しています。
　身近なこととして、ごみの問題や大気汚染など様々な環境問題が顕在化しています。資
源を浪費する生活スタイルを変え、身近な生活から自分たちでやれることは、小さなことで
も実行し、環境にやさしいまちを創ります。

（略称F-e(エフ・イー )：Fussa environmental management systemの略）

議員表彰
　全国市議会議長会では、議員として多年にわたり
地方自治に功績のあった方を表彰しています。
　平成28年度においては、次の方が表彰されました。

議員25年以上　田村正秋 議員

▲議員の「マイカップ」と「マイはし」はいつも庁舎内給湯室に！▲議員の「マイカップ」と「マイはし」はいつも庁舎内給湯室に！

～私たちが変わり、私たちが変える　エコシティふっさ～
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